


フェアトレードのメリット 

 

① 生産者にとって 

  ・生活が安定し、貧困から抜け出せる。 

  ・子供が労働することなく教育を受けられる。 

  ・所得を増やす機会を得られる。 

  

② 消費者にとって 

  ・安心安全な商品が手に入る。 

  ・品質の良い商品が手に入る。 

 

③ 社会や環境 

 ・社会や環境が持続可能になる。 

 ・途上国が経済成長できる。 

 ・経済的協力関係が安定し、戦争や紛争が減る。 

 

 

先行研究のまとめ 

 

「FAIRTRADE JAPAN」に取材した結果、武蔵大学の学生がフェアトレードの認知度向上を

目的に食堂でフェアトレード商品を2週間限定で販売したところ、追加注文するほどの反響

で、校内の認知度は約2倍まで向上したそうです。また成城大学の食堂でフェアトレード認

証コーヒーの販売を2012年から開始しています。このようなことから学生でもできることが

あるということがわかります。 

「観光学ジャーナル（2019年・前田康雄)」には「街全体でフェアトレードを応援する市

町村、郡、県などの自治体」で「地域の みんなが一体となり、フェアトレード製品を積極

的に購入・販売し、啓発イベントを開催するなどして、フェアトレードを広める活動を積極

的に行うフェアトレードタウン」について述べられています。 

「これでわかるフェアトレードハンドブック」（2008年・北澤肯・合同出版株式会社）で

は日本は他の先進国よりもフェアトレードに対しての活動が遅れていること、また国連の見

積もりによると、貧困国に生じる損失は1日に約20億ドルにものぼり、これは貧困国が先進

国からもらっている援助額の約14倍にあたるということが分かりました。 

 

活動内容とアンケート結果 

 

フェアトレード商品を①食堂やイベントで積極的に販売すること②ポスターで認知度を高

めるという二つの活動を行うために行ったアンケートが別紙のようになります。結果として

はフェアトレード商品を知っている人は少なかったものの、「食堂に商品やメニュー、また

は自動販売機があれば購入しようと思おう」と答えた人が６割以上で、また、「貧困に苦し

む労働者の助けになるなら商品を購入しようと思う」と答えた人が７割以上であったとのこ

とでした。 

 



私たちのこれから 

 

インターネットでフェアトレードを広める活動をしている方にさらに連絡をとろうとしま

したが、先行研究などで知った多くの店舗や営業者の方は閉店し活動や営業を停止していま

した。認知度の低さやどうしても値段が高くなってしまうことに加えて、特に食品を扱うこ

とが多いことを考えると、新型コロナウイルス感染拡大の影響の大きさを感じずにはいられ

ません。これから先、現在も活動している団体や方法・地域の様子が分かれば、持続可能な

支援方法が分かるかもしれません。それと同時に貧困や飢餓の解決策になりえる活動という

ものの難しさもまた痛感しました。 

取材を進める中で｢Gooddo｣という株式会社が、飢餓に対して寄付を行っている団体（NPO/

NGO）をピックアップして支援ができるプラットフォームを構築しているという活動を知る

ことができました。その中で寄付は実際に正しく届いているのか等の疑問や、技術面の問

題、寄付に対する興味や関心・質問なども出てきたので、そちらにもスポットを当てなが

ら、少しでも飢餓の人たちのために出来ることを考え、解決策になりえる手段とは何か、と

いうことについて引き続き探究していきたいです。 

 

 

 



 




